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教
育
民
生
常
任
委
員
会
　　

　

教
育
民
生
常
任
委
員
会
（
蒲
生

哲
委
員
長
、
委
員
６
人
）
は
12
月

６
日
、
議
長
室
で
「
国
に
よ
る
妊

産
婦
医
療
費
助
成
制
度
創
設
等
を

求
め
る
陳
情
書
」（
岩
手
県
保
険

医
協
会
よ
り
提
出
）
に
つ
い
て
所

管
事
務
調
査
を
行
い
、
千
葉
恭
一

福
祉
部
次
長
ら
か
ら
説
明
を
受
け

ま
し
た
。

　

妊
産
婦
医
療
費
給
付
事
業
は
市

内
に
住
民
登
録
し
て
い
る
妊
産
婦

が
対
象
。
ま
た
、
一
定
の
所
得
が

あ
る
場
合
や
生
活
保
護
を
受
け
て

い
る
場
合
は
対
象
外
と
な
っ
て
い

る
こ
と
。
入
院
時
の
食
事
代
、
高

額
医
療
費
、
差
額
ベ
ッ
ド
料
等
保

険
給
付
の
対
象
と
な
ら
な
い
費
用

は
給
付
対
象
外
。
県
内
の
医
療
機

関
を
受
診
し
た
場
合
、
窓
口
負
担

は
な
い
が
、
県
外
で
受
診
し
た
際

は
、
い
っ
た
ん
医
療
費
を
負
担
し

た
後
に
、
市
へ
給
付
申
請
し
、
後

日
指
定
口
座
へ
振
込
と
な
る
こ
と

等
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

各
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

各
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調
査

総
務
常
任
委
員
会
　　

　

総
務
常
任
委
員
会
（
中
野
貴
徳

委
員
長
、委
員
６
人
）は
12
月
６
日
、

市
役
所
内
の
会
議
室
で「
陸
前
高

田
し
み
ん
エ
ネ
ル
ギ
ー
㈱
の
概
要

等
」と「
国
民
健
康
保
険
制
度
の
概

要
と
国
民
健
康
保
険
税
の
算
定
に

つ
い
て
」
の
所
管
事
務
調
査
を
行

い
、
村
上
幸
司
政
策
推
進
室
長
、

千
葉
恭
一
福
祉
部
次
長
ら
か
ら
現

状
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　

ま
ず
、「
陸
前
高
田
し
み
ん
エ

ネ
ル
ギ
ー
㈱
」
に
つ
い
て
は
、
今

後
、
各
施
設
や
一
般
家
庭
等
に
も

電
力
供
給
の
体
制
を
整
え
、
経
常

利
益
か
ら
の
地
域
還
元
を
見
据
え

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

次
に
、「
国
民
健
康
保
険
制
度

の
概
要
と
国
民
健
康
保
険
税
の
算

定
に
つ
い
て
」
の
経
緯
等
の
説
明

を
受
け
、
財
政
状
況
は
平
成
29
年

度
か
ら
歳
出
超
過
に
な
り
、
財
政

調
整
基
金
を
取
り
崩
し
て
対
応

し
、
本
年
度
の
決
算
予
定
と
し
て

１
億
６
０
０
万
円
ほ
ど
歳
出
超
過

を
見
込
ん
で
い
る
と
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会　

　

産
業
建
設
常
任
委
員
会
（
鵜
浦

昌
也
委
員
長
、
委
員
６
人
）
は
12

月
６
日
、
議
場
で
「
漁
場
環
境
の

改
善
及
び
資
源
管
理
型
漁
業
の
取

り
組
み
」
に
つ
い
て
所
管
事
務
調

査
を
行
い
ま
し
た
。
本
市
の
基
幹

産
業
で
も
あ
る
漁
業
を
取
り
巻
く

課
題
を
探
ろ
う
と
市
地
域
振
興
部

水
産
課
の
菅
野
泰
浩
課
長
か
ら
聞

き
取
り
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

特
に
、
最
近
の
ア
ワ
ビ
の
不
漁

に
つ
い
て
は
「
エ
サ
と
な
る
海
藻

が
枯
れ
た
り
、
ウ
ニ
の
食
害
に
よ

る
磯
焼
け
現
象
が
全
国
的
な
問
題

と
な
っ
て
い
る
」
と
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　

資
源
管
理
に
つ
い
て
は
、
ク
ロ

マ
グ
ロ
の
ほ
か
、
７
魚
種
に
漁
獲

可
能
量
を
設
定
し
、
漁
獲
を
制
限

し
て
い
る
現
状
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
ま
し
た
。

　

担
い
手
不
足
と
い
う
大
き
な
課

題
も
抱
え
る
漁
業
を
い
か
に
魅
力

あ
る
産
業
に
し
て
い
く
か
、
今
後

も
継
続
し
た
調
査
の
必
要
性
を
感

じ
ま
し
た
。

　

復
興
対
策
特
別
委
員
会
（
大
坂

俊
委
員
長
、
委
員
17
人
）
は
、
12

月
６
日
、
議
場
で
市
役
所
新
庁
舎

整
備
と
事
業
の
進
ち
ょ
く
状
況
に

つ
い
て
当
局
よ
り
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　

当
局
か
ら
は
戸
羽
良
一
総
務
部

長
、
黒
澤
裕
昭
財
政
課
長
、
菅
野

優
財
政
課
主
幹
が
出
席
し
ま
し

た
。

　

最
初
に
、
契
約
、
建
物
を
は
じ

め
、
駐
車
場
な
ど
概
要
に
つ
い
て

の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
工
事
の
進
ち
ょ
く
率
に

つ
い
て
は
、
９
・
89
％
で
あ
り
、

令
和
元
年
８
月
着
手
の
旧
高
田
小

学
校
解
体
工
事
は
、
70
％
ま
で
完

了
し
て
お
り
、
工
程
通
り
に
進
ん

で
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

今
後
の
見
込
み
に
つ
い
て
は
、

令
和
２
年
１
月
ご
ろ
か
ら
地
上
部

の
工
事
に
着
手
、
令
和
２
年
10
月

を
め
ど
に
上
棟
の
予
定
で
あ
り
、

国
の
復
興
期
間
内
で
の
完
成
を
目

指
す
と
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

旧
高
田
小
学
校
敷
地
に
つ
い
て

は
解
体
工
事
終
了
後
、
埋
設
物
を

撤
去
し
た
後
に
敷
地
造
成
工
事
を

実
施
し
、
並
行
し
て
倉
庫
棟
の
地

質
調
査
、
設
計
業
務
を
進
め
る

と
の
説
明
で
し
た
。

　

ま
た
、
庁
内
各
階
の
配
置
で

は
、
１
階
に
キ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー

を
含
む
「
市
民
交
流
ス
ペ
ー
ス
」

を
整
備
し
、
レ
イ
ア
ウ
ト
の
変

更
を
容
易
に
す
る
可
動
式
仕
切

り
に
よ
っ
て
利
便
性
を
確
保

し
、
売
店
も
整
備
す
る
と
の
こ

と
で
し
た
。

　

今
回
の
調
査
に
よ
り
、
市
役

所
新
庁
舎
の
建
設
に
つ
い
て
は
、

工
程
通
り
の
進
ち
ょ
く
で
あ
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
、
一
層
の
復

興
の
進
行
を
実
感
す
る
こ
と
が

で
き
る
調
査
と
な
り
ま
し
た
。

復
興
対
策
特
別
委
員
会

復
興
対
策
特
別
委
員
会

の
と
期
待
。
復
興
後
の
持
続
可
能

な
地
域
づ
く
り
に
大
き
く
貢
献
す

る
も
の
と
考
え
て
い
る
、
と
し
て

い
る
。

妊
産
婦
医
療
費
助
成
を

「
国
に
よ
る
妊
産
婦
医
療
費
助
成

制
度
創
設
等
を
求
め
る
意
見
書
」

（
提
出
者
・
教
育
民
生
常
任
委
員

会
）
は
、
国
に
よ
る
妊
産
婦
医
療

費
助
成
制
度
創
設
等
を
求
め
る
内

容
。

　

具
体
的
に
は
▽
疾
患
や
受
診
科

目
に
よ
る
制
限
の
な
い
妊
産
婦
に

対
す
る
医
療
費
助
成
制
度
を
国
の

制
度
と
し
て
早
期
に
実
現
す
る
こ

と
。

　

▽
福
祉
医
療
費
助
成
を
現
物
給

付
と
し
て
い
る
市
町
村
に
対
す
る

国
民
健

康
保
険

国
庫
補

助
金
の

削
減
措

置
に
つ

い
て
は

全
て
廃

止
す
る

こ
と
。

　

令
和
元
年
第
４
回
定
例
会
で
は
、
３
件
の
発
議
を
内
閣
総
理
大
臣
や
所

管
大
臣
ら
に
提
出
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。

施
設
の
老
朽
化
対
策
を

　
「
社
会
資
本
の
老
朽
化
対
策
の

推
進
を
求
め
る
意
見
書
」（
提
出

者
・
復
興
対
策
特
別
委
員
会
）
は
、

社
会
資
本
の
予
防
保
全
及
び
大
規

模
構
造
物
の
更
新
を
含
む
老
朽
化

対
策
に
必
要
な
予
算
を
確
保
し
、

公
共
施
設
等
の
老
朽
化
対
策
に
関

す
る
調
査
・
点
検
経
費
に
対
す
る

財
政
措
置
の
更
な
る
充
実
を
求
め

る
内
容
。

　

具
体
的
に
は
▽
予
防
保
全
や
大

規
模
構
造
物
の
更
新
を
含
む
老
朽

化
対
策
に
必
要
な
予
算
を
別
枠
で

確
保
す
る
と
と
も
に
、
補
助
対
象

の
拡
大
に
よ
っ
て
事
業
ご
と
に
確

実
か
つ
集
中
的
に
予
算
を
充
当
す

る
こ
と
。
そ
の
際
、
地
方
負
担
分

に
つ
い
て
も
地
方
財
政
措
置
の
拡

充
を
行
う
こ
と
。

　

▽
公
共
施
設
等
の
老
朽
化
対
策

に
関
す
る
調
査
・
点
検
経
費
に
対

す
る
地
方
交
付
税
措
置
な
ど
、
財

政
措
置
を
更
に
充
実
す
る
こ
と
。

Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
誘
致
実
現
を

　
「
国
際
リ
ニ
ア
コ
ラ
イ
ダ
ー
（
Ｉ

Ｌ
Ｃ
）
の
北
上
山
地
へ
の
誘
致
実

現
を
求
め
る
意
見
書
」（
提
出
者
・

復
興
対
策
特
別
委
員
会
）
は
、
Ｉ

Ｌ
Ｃ
が
被
災
し
た
東
北
地
方
の
復

興
と
発
展
、
そ
し
て
持
続
可
能
な

社
会
創
生
の
大
き
な
力
と
な
り
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
象

徴
と
な
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
か

ら
、
我
が
国
が
主
導
す
る
国
際
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
位
置
付
け
、

国
内
誘
致
を
世
界
に
表
明
し
、
な

お
か
つ
北
上
山
地
へ
の
誘
致
実
現

に
向
け
た
推
進
組
織
体
制
を
早
期

に
整
え
る
こ
と
を
求
め
る
内
容
。

　

そ
の
背
景
は
、
大
震
災
発
生
か

ら
９
年
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る

中
、
被
災
地
は
早
期
復
興
に
向
け

地
域
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
る
が
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢

化
が
進
行
し
て
い
る
の
が
現
状
と

な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
上
で
、
Ｉ
Ｌ
Ｃ
の
誘
致
が

実
現
す
れ
ば
、
世
界
最
先
端
の
大

型
実
験
研
究
拠
点
が
形
成
さ
れ
、

建
設
に
係
る
直
接
的
な
経
済
効
果

を
は
じ
め
、
も
の
づ
く
り
産
業
や

医
療
分
野
で
の
発
展
の
ほ
か
、
雇

用
の
機
会
の
増
加
を
も
た
ら
す
も

国
に
意
見
書
提
出
へ

○
広
田
地
区

【
広
田
小
学
校
の
施
設
及
び
周
辺

環
境
の
整
備
】

　

校
庭
西
側
の
側
溝
が
陥
没
し
、

雨
天
時
に
土
砂
が
流
れ
込
む
。

　

回
答　

側
溝
の
土
砂
等
の
堆
積

は
、
震
災
後
の
勾
配
不
良
に
よ
る

も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
当
面
は
、

清
掃
等
に
よ
り
対
応
す
る
。
補
修

を
要
す
る
箇
所
や
部
分
的
な
改
修

が
可
能
な
場
合
は
、
予
算
執
行
状

況
等
を
踏
ま
え
て
対
応
す
る
。

　

校
舎
周
辺
に
草
や
枝
が
集
積
し

て
あ
る
。
対
応
は
い
か
に
。

　

回
答　

プ
ー
ル
改
修
工
事
の
完

了
に
伴
い
、
一
時
的
な
集
積
物
は

撤
去
済
み
。
枯
れ
草
等
は
、
Ｐ
Ｔ

Ａ
に
よ
る
環
境
整
備
活
動
等
に
よ

り
学
校
で
対
応
し
た
。

　

学
童
ク
ラ
ブ
の
ご
み
を
指
導
員

が
持
ち
帰
っ
て
い
る
。
対
応
は
い

か
に
。

　

回
答　

広
田
小
学
校
区
の
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
を
含
め
、
市
内
全

て
の
ク
ラ
ブ
で
学
校
ま
た
は
実
施

場
所
の
地
域
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
を
利
用
し
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
。


